平成23年度金沢大学附属図書館シンポジウム「芸術の普遍性を創る風土（ローカリティ）の衝撃」を開催 : ワークショップ「グローバルな学術世界と研究」を開催 by 中込 崇 et al.
学生からの質問に答える講師
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■ ■ ■ ワークショップ「グローバルな学術世界と研究」を開催 ■ ■ ■
10月25日，創基150年記念「講演会・シンポジウム」シリー
ズ／附属図書館ワークショップ「グローバルな学術世界と研究―
海外学術雑誌における英語論文執筆と投稿について―」と題した
ワークショップを自然科学系図書館AVホールで開催しました。
このワークショップは，国際オープンアクセスウィーク（10
月24日から10月30日）に合わせ，本学若手研究者の研究力アッ
プと大学の研究力の底上げを目的として開催したもので，学生・
教職員合わせて約60名の参加がありました。
ワークショップでは，自然科学系の分野で活躍している本学の
教員を中心とした講師陣が，英語論文執筆・投稿のノウハウと学
術雑誌に掲載された論文のオープンアクセスをテーマに講演を行
いました。
前半では，医薬保健研究域薬学系の早川和一教授とフロンティ
アサイエンス機構の福間剛士准教授のお二人から，研究の進め方，
英語論文執筆・投稿の実態，注意点などについての講演があり，
研究の最前線で活躍している研究者の苦労話を伺うことができる，
貴重な機会となりました。
後半は，Edanz社のワレン・レイ氏から，日本人研究者の英
文の具体的な改善方法，エルゼビア・ジャパン株式会社の恒吉有
紀氏，高橋昭治氏から，効率のよい論文検索法と，執筆論文のオー
プンアクセスについての説明が行われました。
今回のような英語論文の執筆・公開が主テーマとなる講演は珍
しいためか，参加した学生，教職員は熱心に講師の話に聞き入って
いました。このワークショップで使用されたスライドは，以下のページで公開しています。併せてご覧ください。
http : //hdl.handle.net/2297/29453/（金沢大学学術情報リポジトリKURA）
（情報企画課雑誌・電子情報係 川井奏美）
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